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研究成果の概要： 

海底洞窟から採取した堆積物コア試料に含まれる 160 個体の微小二枚貝の酸素同位体比を測定

した．その結果，現在よりもかなり寒冷・乾燥化した冬期が，6,300 年前，5,550 年前，5,200

年前に起きており，それらの期間は太陽活動の弱体期にあたる．このことから，日本南方域の

気候は，太陽活動の影響を受けることが分かった． 
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１．研究開始当初の背景 

2007年に気候変動に関する政府間パネル

(IPCC)が第四次報告書で「最近50年間の温暖

化のほとんどは人為起源の二酸化炭素ガスに

よる可能性が高い」と言及した．だが報告書

には気候予測に関する複数の「主要な不確実

性」をあげ，その中で特に重要性の高いのが

太陽活動の気候への影響である．その理由は，

人工衛星データが使用可能になった最近数十

年間の傾向からは日射量変動そのものは気候

に直接影響しないとするが，古気候データは

約1,500年周期で起こる地球寒冷化が太陽活

動の変動と同調していることを示すからだ．

そのため，古気候研究は世界各地で盛んに行

なわれている．ところが同報告書や近年公表

された過去1万年間の古気候変動に関するレ

ビューでも，日本列島からインドネシアまで

の西太平洋域の古気候データは扱われていな
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い．事実，日本においても沖縄海域のサンゴ

礁域にはサンゴ骨格などの古気候指標がある

が，同海域のサンゴ礁における古気候データ

はわずか数例しかなく，復元された期間は短

くかつ断続的な状況にある． 

 
２．研究の目的 

 本研究では，IPCC第四次報告書に指摘され

た問題の解決に寄与するために，沖縄海域の

海底洞窟の微小二枚貝イエジマケシザルガイ

の貝殻の酸素同位体比を測定し，日本南方域

の気候変動と太陽活動の影響を解明する． 

 
３．研究の方法 

(1) 本研究の調査地の海底洞窟“大洞窟”は，

沖縄本島本部半島の沖合10kmに位置する伊江

島東岸沖のサンゴ礁の前縁斜面にあり，水深

20m付近に高さ1ｍ，幅2ｍほどの入口がある．

入口付近は僅かに明るいが，奥部は暗黒とな

り，そこの水深は29ｍで，石灰泥が堆積して

いる．海底洞窟は天井があり，細粒堆積物は

舞い上がると視界は急速に悪くなるために，

重力式や振動式の採泥器は使用できない．そ

こで，研究代表者が開発した採泥器，ステン

レス製のコア(長さ4m，直径6cm，肉厚2mm)と

クランプ式の持ち手からなる，を使用し，平

成19年度に長さ233cmの堆積物コア試料を採

取した． 

(2) コア試料の基底から産した二枚貝の放射

炭素年代測定を行った結果，暦年代で

7,160±100年前の値を得た．さらに同コアか

ら160個体の微小二枚貝イエジマケシザルガ

イを抽出し，北海道大学・地球環境科学研究

科の質量分析計で酸素同位体比を測定した． 

 

４．研究成果 

 酸素同位体比は貝殻を構成する炭酸カ

ルシウムの晶出時の「水温」と「海水の

酸素同位体比」にコントロールされるので，

貝殻の酸素同位体比から過去の水温と海

水の酸素同位体比を復元できる．本研究で

予想外の結果が得られた．それは，6,500

から5,000年前までの期間には，現在生き

ている個体の平均値から2‰も高い酸素

同位体比が突発的に出現することである

（図１）．2‰は驚くべき変動量で，海水

の酸素同位体比が一定とすると8℃の水温

低下が起きたことになり（異常低温），水

温が一定とすると10‰の塩分増加が起き

たことになる（異常乾燥）．いずれにせよ，

6,500から5,000年前までの期間の日本南

方域の気候は異常に不安定だったことは

確実である．その時代性から太陽活動の

弱体化に関係すると推定されるものの，

具体的な原因は不明で，今後のさらなる

研究を必要とする． 
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Northwest Pacific over the past 3,000 

years from δ18O values of the 

micro-bivalvia Carditella iejimensis 

found in a submarine cave. Global and 

Planetary Change, 62, 97-106. 査読の有 
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